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『ダンボ朧 て、
ジャズに目覚めました

僕がジャズに目覚めたのは、1950年代半ばの

中学生のころでした。当時、アメリカからジャ

ズを使ったたくさんの映画が入ってきて、ディ

ズニーのアニメーションもその一つ。あのころ

は今のように入れ替え制ではなく、一度入った

ら1日 いられた。だから、1日に何回も見てね。

とくに好きだったのが『ダンボ』。中学2年の

ころ見たんだけど、カラスが、「もし象が空を飛
べたら」という歌を歌うシーンがあるじゃない

ですか。あれは、ビーバップとぃうスタイルの

ジヤズなんですね。子どものときはわかりませ

んでしたけど、のちにニューオリンズで暮らす

ようになって、あのカラスたちは、黒人のジャ

ズマンたちだったんだなあとわかりました。

ウォルトもアニメーターたちもジャズが大好

きだったんじゃないかな。1968年から通算5年、
ニユーオリンズで暮らしていたころ、イギリス

のバンドに加わってアメリカやヨーロッパを演

奏旅行していたことがあるんです。ディズニーラ

ンドに招待されて、伝説のアニメーター、ナイ

ン・オールド・メンの一人、ウォード・キンボ

ールさんに会ったら、彼はトロンボーンの名手

で、ジャズバンドをやっていたくらい。

『わんわん物語』では、ジャズ歌手のペギー・

リーがベグという犬の声を担当して、歌も歌っ

ている。「彼がトランプさJという曲はとてもジ

ャズっぼいし、ほかにも「ララルー」とか、「べ

ラ・ノッテ」とか、いい曲がたくさんある。
『101匹わんちゃん』の飼い主のロジャーはジ

ャズミュージシャンなんだよね。妻のアニータ

に向かって、「ハニー、とてもいい山ができた

よ」と言って聴かせるのはジャズ。「町のクル

エラJを聴いたときは、「なんてカッコいい曲
なんだJと思いました。『おしゃれキャット』
や『ジャングル・ブック』にもジャズの曲がた

くさん出てくるしね。

僕、ディズニーを見てなかったら、ジャズを

やつていなかったかもしれない。それぐらい影

響を受けました。
'68年には僕がとっても尊敬するジャズ・ミュ

ージシャン、ルイ・アームストロングがディズ

ニーソングを歌った「サッチモ・シングス・デ

イズニー」(サッチモは彼の愛称)というLPが

市llf/Fさ れてね。これが最高なんです。サッチモ

が、あの独特のしわがれ声で「ハイ・ホーJとか

「星に願いを」「チム・チム・チェリー」を歌って

いる。僕も真似をして、全部カバーしました。

なぜディズニーの歌が、何十年も歌い継がれ

て、演奏され続けているかというと、ずっと先

を見て、曲を作っているからだと思います。

東日本大震災では、パークのある舞浜も液状

化でたいへんなことになったけど、パークはび

くともしなかった。それはパークを建設すると

き、「ここは来世紀も、その先も続いていくもの

だから、地盤も、次の次のず―っと先の世代ま

でもつようにしないとダメだ」と頑丈にしたか

らだと聞きました。目先の儲けとか、採算に惑

わされない。音楽も本当にいいものを残そうと

している。そんなふうに感じます。

アメリカで初めて}トクに
行つて、大感動 !

ニユーオリンズに行ったのは、どうしても本

場のジャズに触れたかったから。大学ではニュ

ーオリンズ・ジャズ・クラブに入って、ジャズ

漬けの毎日。恵子さんもそのクラブの部員でし

た。大学を卒業して、就職し、結婚したものの、

ジヤズヘの思いが断ちがたく、2年で仕事をやめ

て夫婦でニューォリンズヘ行きました。当時、

ロスまでの飛行機代は片道で月給の10倍 くら

い。とても飛行機ではいけないので、ブラジル

移民船に乗って、途中のロスで下船しました。

ところが、車社会のアメリカ、バスや電車はな

く、船を降りた人は、みな迎えの車に乗って

いきます。僕ら2人、どこへ行くこともできず、

途方に暮れました。

必死の思いで公衆電話を探し、日本のジャズ

愛好団体からロスのニューオリンズ。ジャズ・ク

ラブの会長さんを紹介してもらい、その会員の



方の家に泊めてもらえることになったんです。

その家の方が連れていってくれたのがアナハ

イムのディズニーランド。こんなところがある

のかと、びっくりしました。そのとき乗ったの

は「イッツ・ア・スモールヮールド」と「ヵリ

ブの海賊」と「ホーンテッドマンション」。今で

もニューォリンズに行くときは、アナハイムの
パークに寄って、この3つ には必ず乗ります。

そのあとはジャズを聴く。昔は、サックスファ

イブといって、サキソフォンのバンドやラグタ

イムピァノが出ていたし、ニューォリンズ・ス

クエアで、いつもジャズをやっていました。
パークにはしょっちゅういろいろなミュージ

シャンがきて、コンサートを開いているんです。

僕が行ったときはライオネル・ハンプトンやバ

デイ・リッチがやってぃました。サッチモも

1962年から5年間、パークの特別企画「ディキ
シーランド・イン・ディズニーランドJに出演
していたことがあります。

アメリカのエンターテイナーにとって、パー

クに出演することは名誉なことなんです。ェン

ターテイメントの質が高いし、なによリパーク

で演奏するのが楽しいんです。

|いクのみんなを喜ばせる
のは、最高に楽しかった

ニユーオリンズ暮らしを終えて、日本で演奏
活動を始めました。ディズニーの曲もよく演奏
していたら、それが縁で、これから開園するとい

う東京ディズニーランドで演奏をすることにな
りました。それから23年、ディズニーには本
当にいろいろなことを学ばせてもらいました。
最初はパーリーバンドとぃう名前でファンタ
ジーランドで、1998年から2006年までロイヤ
ルストリート・シックスとぃう名前でアドベン

チヤーランドの「カフェ・ォーリンズJの前で
デキシーランドジャズを演奏しました。
ニユーオリンズでぃちばん有名な場所が、ロ

イヤルストリートとセントピーターズとぃぅ通
りが交わったところ。「カフェ・ォーリンズJ
のある場フ子は、まさにそこをイメージしてぃる
んです。僕らがニューォリンズでよく演奏して
いたの力ヽ「カフェ・クリオールJ。 名前がよく
似てるでしょう。ふしぎな因縁です。
パークのショーの監督には「すべてのエンタ

―テイメントは演技から始まる」ということを

教えてもらいました。要するにジャズを演奏す
るのも演技が必要なんだ、疲れているときも、

自分を奮い立たせて家族に会ったときのような

笑顔でいなければダメだ、と。そう言われて、

サッチモも実はお客様を楽しませるために、彼

なりのスタイルで演奏していたとぃうことがゎ

かりました。

ジヤズはそもそもみんなを楽しませたり、踊

つてもらうための音楽。ニューォリンズでは、

労働記念日などのパレードゃお葬式にはジャズ

のバンドが演奏して、そのあとをみんなが踊り

ながらついて歩きます。聴いてるだけじゃない。

楽器をもっていない人も参加するんです。

だから僕も、パーリーバンドではお誕ιL日の

人に傘を持ってもらって、「ハッピーバースデー

トウユーJを演奏したり、楽しませる工夫をい
ろいろしました。今、パレードやショーにゲス

トが参加することがよくあるけれど、あれは日

本のパークでは、僕が始めたものなんです。

小さな子からお年寄りまであらゆる世代の人

に足を止めてもらって、心から楽しんでもらう。

それは本当に楽しい仕事でした。

アメリカの偉大なエンターテイナー、ウォル

ト・ディズニーとルイ・アームストロングにか

かわる仕事ができたのは、本当に幸せなこと。

これからパークでジャズコンサートが開けたら

最高なんだけど。
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